

授業名称：高齢福祉関係の計画策定／政策立案のための基礎分析
（地域カルテの作成と活用）(1) 
シ　ラ　バ　ス

概要：

福祉関連の計画策定や政策検討等に必要となる基礎的なデータを収集するため、フリーオープンソフトウェアであるQ-GIS(Quantum GIS)を活用し、高齢者等福祉分野の計画を策定するにあたり考慮すべき各種統計データ等を入手・可視化し、既存の介護施設・介護サービス事業者の位置とを重ね合わせる・集計することにより、地域の高齢者に関する特性を把握する。
学習目標：

①国が提供している統計データの所在と入手方法を理解する。
②GISで地域別の高齢者の分布をGISで可視化する手法を理解する。
③GISで既存の介護施設・介護サービス事業者の位置を可視化する手法を理解する。
④GISで地域別高齢者/要介護者、施設数やサービス事業者数等を集計する手法を理解する。
受講対象：

①地方公共団体等で介護・福祉業務に従事している者

②情報部門でGISの導入・利活用推進を担当している者

③防災部門で高齢者等の要援護者向け災害対策を担当している者

④まちづくり部門で福祉関連施設の整備等で福祉部門との連携が必要な者

⑤その他、地方公共団体におけるGISの活用に関心のある者
教育手法：

講義、フリーでダウンロードできるデータを使ったフリーソフトQ-GISによる演習
担当講師及び講師の必要要件：

GIS や地理空間情報に関する基本的知識と、Q-GIS の基本操作を理解している者
参考資料：

（1）初心者のためのQuantum GIS入門
http://www.osgeo.jp/wp-content/uploads/2010/11/qgis_hands_on_foss4g2010.pdf
（2）Quantum GISによる小地域統計活用入門
http://www.slideshare.net/kazutoaoki/20121109-foss4g-handsonaok
（3）QGISリンク集
http://wiki.osgeo.jp/index.php?title=QGIS%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%AF%E9%9B%86
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